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令
和
七
年
五
月
二
十
四
日

（
土

）
午
後

一
時
半
始

（十
二
時
半
開
場
）

於
京
都
観
世
会
館

第

五
十

回
記

念

テ

ア
ト

ル

・
ノ
ウ

京
都

公

演

ご
挨
拶

い
つ
も
テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ
を
ご
支
援
、
ご
高
覧
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
は
テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ
公
演
の
五
十
回
目
に
あ
た
り
、
「第
五
十
回
記
念
テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ

京
都
公
演
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

祖
父

・
味
方
諦
仙
が
住
職
で
あ
っ
た
京
都
寺
町
の
十
念
寺
の
内
仏
殿
と
書
院
に
て
座
敷
能
を
二
夜

開
催
し
、
主
催
を

「
テ
ア
ト
ル
・
ノ
ウ

（味
方
）
」
と
書
い
た
の
が
第

一
回
で
す
。
そ
し
て
そ
の
印
刷

物
を
見
た
と
き
は

「
い
よ
い
よ
本
当
に
実
現
す
る
ん
だ
」
と
い
う
嬉
し
い
気
持
ち
と

「
こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
け
る
だ
ろ
う
か
」
と
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

能
楽
堂
開
催
を
ベ
ー
ス
に
屋
外
能
舞
台
、
現
代
の
劇
場
な
ど
で
も
い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
五
回
目
で
初
め
て
東
京
公
演
を
催
し
、
以
後
は
毎
年
京
都
と
東
京
に
て
一
度
ず
つ
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ

一
回
目
よ
り
拙
い
芸
を
、
し
か
も
若
気
の
至
り
の
よ
う
な
企
画
に
も
、
厳
し
く

ま
た
本
当
に
温
か
く
見
守
り
ご
指
導
く
だ
さ

っ
た
片
山
幽
雪
先
生
。
折
に
触
れ
親
身
に
的
確
な

ご
指
摘
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
片
山
慶
次
郎
先
生
。
そ
し
て
絶
対
的
な
力
で
舞
台
を
引

っ
張
り
、
支
え

て
く
だ
さ
る
片
山
九
郎
右
衛
門
先
生
。
同
門
の
諸
先
輩
、
後
輩
。
ご
出
演
の
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の

人
達
、
す
べ
て
の
方
々
の
お
か
げ
で
一
回
ず

つ
回
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
い
つ
も
足
を
運
ん
で
観
て
く
だ
さ
る
観
客
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る

応
援
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
役
者
と
し
て
は
、
や
っ
と
能
の
こ
と
が
わ
か
り
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
先
生
、
先
人
の

お
言
葉
の
意
味
が
見
え
か
け
て
き
ま
し
た
。
重
ね
て
精
進
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
次
世
代
の
能

へ
も

つ
な
ぐ
べ
く
稽
古
を
い
た
し
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

テ
ア
ト
ル

・
ノ
ウ
主
宰
　
味
方
玄

舞

囃

子

高
　
砂

味
方
　
梓

一
調

一
管

片
山

九
郎
右
衛
門

大
鼓
河
村
凛
太
郎

小
鼓
吉
阪

倫
平

太
鼓
前
川

光
範

笛

左
鴻

泰
弘

太
郎
冠
者
十成
‐―‥円
中
心一二
帥即

す
っ
ぱ

山

口

耕
道

後
見
山
本

善
之

鷺

狂

言

末

広

か

り

果
報
者
茂
山
壬

二
郎

休
憩

台
Л

董輪明神
味
方
　
玄

一
一
一
　

　

松

Ⅷ

　

玄
賓
僧
都

宝

生

欣

哉

白
式
神
神
楽
間

所
の
男
茂
山
千
三
郎

終

了
予
定
　
午
後

四
時

四
十

五
分
頃

三
輪

白
式
神
神
楽

「当
主

一
代
に

一
度
に
限
り
　
御
殿
に
て
勤
め
よ
」

『
三
輪
』
の

「白
式
神
神
楽
」
は
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
年
）
、
関
白
鷹
司
政
通
が
自
身
の
還
暦
の
祝
い
に

「
『
三
輪
』
の

『
誓
納
』
を
勤
め
よ
」
と
片
山
伝
五
郎
豊
尚

（
五
世
九
郎
右
衛
門
）
に
望
ん
だ
が
観
世
大
夫

一
子
相
伝
の
小
書
き
故
に
叶
わ
な
か
っ
た
。
「そ
れ
な
ら
ば

『誓
納
』
に
代
わ
る
も
の
を
作
る
よ
う
に
」
と
の

命
に
よ
り
豊
尚
が
考
案
し
上
演
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り
び
ょ
う
し

「誓
納
」
を
ベ
ー
ス
に
、
室
町
末
葉
以
来
、
文
献
に
は
伝
え
る
が
観
世
流
に
伝
承
の
な
い
秘
事

「招
拍
子
」

を
導
入
。
巫
女
に
憑
依
し
た
神
で
は
な
く
、
品
位
、
格
調
を
も

っ
て
神
格
化
し
、
荘
厳
に
し
て
清
ら
か
、

神
秘
的
な
女
神
の
清
浄
な
気
を
表
し
た
も
の
が

「白
式
神
神
楽
」
で
あ
る
。
初
演
時
、
関
白
よ
り
片
山
家
の

も
の
と
し
て

「当
主

一
代
に

一
度
に
限
り
御
殿
に
て
勤
め
よ
」
と
の
言
葉
を
賜

っ
た
名
誉
の
小
書
き
。
以
後

片
山
家
に
て
大
切
に
伝
承
さ
れ
、
八
世
九
郎
右
衛
門
よ
り
観
世
流
の
小
書
き
と
な

っ
た
。

後
見

目

味 木大
方道 江

喜信
国  行

前
川

光
長

杉

　

市
和

大
鼓
河
村

　

大

小
鼓
吉
阪

一
郎

太
鼓
前

川

光
範

笛

竹
市

　

学

地
謡

浅 宮
井川

風 卓
矢 也

梅 味河
田方村

男署  不日
宏 目貴

地
謡

橋河 大
本 村江

忠和 広
樹 貴祐

片
山
九
郎
な
門

田
茂
井
廣
道

片
山

伸
吾

古分
橋林

正道
邦治

味
方

　

玄

観
世
流
能
役
者

味
方

　

梓

観
世
流
能
役
者

一九
六
六
年
京
都
に
て
能
楽
師
・味
方
健
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
少

よ
り
父
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
一
九
八
六
年
、
片
山
幽
雪
（人
間
国
宝
）
に

内
弟
子
入
門
。
幽
雪

（九
世
九
郎
右
衛
門
）
、
十
世
九
郎
右
衛
門
に
師
事
。

一九
九
一年
独
立
。
二
〇
〇
一年
「京
都
市
芸
術
新
人
賞
」
受
賞
。
二
〇
〇
二
年

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ
に
て
能
楽
入
門
番
組
「能
三
味
」
（全
二
十
八
回
）を
監
修
、

出
演
す
る
。
二
〇
〇
三
年
新
作
能
「待
月
」
の
脚
本
を
手
が
け
シ
テ
を
演
じ
る
。

二
〇
〇
四
年
「京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
」
受
賞
。
二
〇
三
二
年
「第
四
十
四
回

観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
」受
賞
。
二
〇
二
三
年
「第
四
十
二
回

京
都

府
文
化
賞
功
労
賞
」
受
賞
。
二
〇
〇
六
年
淡
交
社
よ
り
「能
へ
の
い
ざ
な
い
」
を

出
版
。
二
〇
二
年
、
重
要
無
形
文
化
財
（総
合
）認
定
。

二
〇
〇
四
年
十
二
月
生
ま
れ
。
味
方
玄
の
三
女
。
二
〇
〇
八
年
二
月
「鞍

馬
天
狗
」
の
花
見
に
て
初
舞
台
。
「船
弁
慶
」
「橋
弁
慶
」
「望
月
」
な
ど
主
な

曲
目
の
子
方
を
、
「鶴
亀
」
「景
清
」
「自
猛
」
の
ツ
レ
を
勤
め
る
。
二
〇
一五
年

に
「経
正
」
に
て
初
シ
テ
を
勤
め
、
そ
の
後
「狸
々
」
「土
蜘
蛛
」
「菊
慈
童
」
「花

月
」
の
シ
テ
を
勤
め
る
。
二
〇
二
一
年
「
小
鍛
冶
」
に
て
初
面
。
二
〇
二
一
年

よ
り
京
都
能
楽
養
成
会
入
会
。
二
〇
二
四
年
「古
典
の
日
文
化
基
金
未
来

賞
」
受
賞
。

入

場

料

正面指定席……・……。10′ 000円

中正面・脇正面指定席・̈ …8′000円

2階正面1列目指定席・・…7′000円
 【学生席】

2階自由席…・・・……・・・5′000円  各席 2′000円 引き

テアトル・ノウ事務局 TEL 075-213‐ 1774

ホームページからも   回菖置回
お申込みいただけます    11獄電昌語
httpS〃theatrenOh・ COm′ 回麗轟凝
示都観 世 会館  TEL Oフト 771-6114

チケット発売日 3月 5日 (水)「能のみかたくらぶ」先行予約あり

京 者|`観 世 会 館 案 内 図  〒606‐ 3344京都市左京区岡崎円勝寺町44 Te1075‐771・ 6114
地下鉄東 西線 東 山駅 から

[T]番出口ょり徒歩約5分

JR京都駅 か ら

●地下鉄鳥丸線「国際会館ゆき」乗車「鳥丸御池」駅にて地下鉄東西線

「六地蔵ゆき」「浜大津ゆき」に乗り換え、「東山」駅下車

●京都駅前バスのりばAlよ り市バス5系統「岡崎公園 美術館 平安神宮

前」下車

D2よ り86・ 206系 統「東山仁王門」下車

四条河原町から

バスのりばEより市バス31・ 46・ 201・ 203系 統「東山仁王門」下車

京阪三条駅から

地下鉄東西線に乗り換え、「東山駅」下車

お
申
込
み

=: 『ゝ選服機

チラシ使用写真  「三輪 白式神神■」味方 玄 撮影/渡辺 真也


